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II-12 雨竜地方演習林における造林方法の検討
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は じ め に

今年になって， トトマツ枝枯病などの被害が目立ってきた。 それらの寺を含めて， 今迄の経過
をふまえながら， 雨竜演習林における育林関係の問題を整理してみた。 これらは， 必ずしも雨竜
演習林たけの問題ではないのて， 皆様の御意見をききながら， さらに考えていくつもりである。

1 現 状

雨竜演習林における育林事業の概要は， 他の報告に詳しく述べられているか， 次の様になって
いる。

人工造林（植栽）が年間30~40haで，レ ー キト ーザー によって全面地招を行っている。ブルトー
ザーの使用は昭和49年からで， 初めブラシュカノタ ー による筋刈と並用されていたか， 昭和53年
以降は全てプルト ーザーを使用して地捨を行なってきた。

対象地は風害や伐採跡の無立木地であるか，最近ては残存している不良木の整理を先行させて， 
1箇所あたりの面積を拡大させる方向て造林地をつくっている。

苗木は名寄木林育種試験場産のトトマツ， アカエゾマゾか主てあり， 植栽本数は年度によって 
差はあるが，2,500~3,000本/haで樹種による差はない。 約90%か苗木産地である名寄と植栽地
の気象の関係などで秋植をしている。下刈は年間300-350haになり，その％か請負になっている。

ちなみに，現在迄の造林地の累積面積は， t トマツ495ha, アカエゾマソ212ha, その他25ha で 

計732ha(58年度）で，50年度以降の造林地が50%以上を占めている。 また，32年以前の造林地は， 
全て不成功地として台帳から削除された。

天然下種を期待するブルト ー ザー による地表処理は，昭和43年より行われ，現在総面積400haに
達している。対象地は伐採跡地や高海抜の笹地で，おおむねダケカンバが主として更新している。
これらの一部には最近になって小面積てはあるか， 人工下種も行われている。

2 問 題 点

以上が現状の概略であるか， これらを含めて問題を整理すれば次の様になる。
① 古い造林地が少ないため， 間伐なとの作業は必要ないか， 一方で育林面における作業か単

純になり， 総合的な技術を検討する場所がない。
② トトマツの造林面積が多く， アカエゾマツや広葉樹が少ない。 これは天然林の状況をみて

も， アカエゾマツ ， トトマツと広葉樹の混交林か基本的な林型てあり， ｝トマツの病害等を考え
て， もう少しアカエゾマツと広葉樹の比重を大きくしたいと考えている。 なお天然林におけるア

カエゾマツを含む混交林（エゾマツがみられない） の問題は， 生態学的にも興味ある課題である。
③ 単位面積における植栽本数が多すきるのてはないか。 これは北海道林業における除間伐の

問題を考えるとき，少くとも2,000本/ha以上の本数は多いと思まれる。勿論これは防災林の造成
なと， 特殊な造林法は別であろう。






